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サイバーメディアセンターのICT要素
• ICT インフラストラクチャー，サービス: 

大型計算機,
データ集約基盤,
教育用計算機,
ODINS

• OUDXイニシアティブ:

OUマスタープラン2027のアクションプラン，
OUDX加速プラン



ICT インフラストラクチャー
• スーパーコンピュータ SQUID

総演算性能 16.591 PFLOPS

ノード構成

汎用CPUノード
群
1,520 ノード
(8.871 
PFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon 
Platinum 8368 (Icelake / 2.40 
GHz 38コア) 2基
主記憶容量：256GB

GPUノード群
42 ノード
(6.797 
PFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon 
Platinum 8368 (Icelake / 2.40 
GHz 38コア) 2基
主記憶容量：512GB
GPU：NVIDIA A100 8基

ベクトルノード
群
36 ノード
(0.922 
PFLOPS)

プロセッサ：AMD EPYC 
7402P (2.8 GHz 24コア) 1基
主記憶容量：128GB
Vector Engine：NEC SX-
Aurora TSUBASA Type20A 8
基

ストレージ
DDN 
EXAScaler 
(Lustre)

HDD：20.0 PB
NVMe：1.2 PB

ノード間接続 Mellanox InfiniBand HDR (200 Gbps)



ICT インフラストラクチャー
• スーパーコンピュータ OCTOPUS

総演算性能 1.463 PFLOPS

ノード構成

汎用CPUノード
236ノード
(471.24 TFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon Gold 
6126 (Skylake / 2.6 GHz 12コ
ア) 2基
主記憶容量：192GB

GPUノード
37ノード (858.28 
TFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon Gold 
6126 (Skylake / 2.6 GHz 12コ
ア) 2基
GPU：NVIDIA Tesla P100 (NV-
Link) 4基
主記憶容量：192GB

Xeon Phiノード
44ノード (117.14 
TFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon Phi 
7210 (Knights Landing / 1.3 
GHz 64コア) 1基
主記憶容量：192GB

大容量主記憶搭載
ノード
2ノード (16.38 
TFLOPS)

プロセッサ：Intel Xeon 
Platinum 8153 (Skylake / 2.0 
GHz 16コア) 8基
主記憶容量：6TB 

ノード間接続 InfiniBand EDR (100 Gbps)

ストレージ DDN EXAScaler (Lustre / 3.1 PB)



ICT インフラストラクチャー
• データ集約基盤 ONION = 

Exa Scaler (SQUID file system)
+ ONION file (web strage)
+ ONION object (object strage)

実効容量(HDD) 20 PB
実効容量(NVMe) 1.2 PB
最大合計inode数 約 88 億個
最大想定実効スループッ
ト(HDD) 160 GB/s 以上

最大想定実効スループッ
ト(NVMe) 

Write : 160 GB/s 
以上
Read : 180 GB/s 
以上



ICT インフラストラクチャー
• IT コア棟

= ICT機器を冷却するための専用設計！



OUマスタープラン2027
•大阪大学の中期的な経営ビジョン
(Osaka University マスタープラン2027)

• 2022年3月公表

•「社会に貢献する」大学から
「社会を創造する」大学へ



OUDXイニシアティブ
(OUマスタープラン2027の4つ目の柱)



OUDXイニシアティブ
サイバーメディアセンターの寄与・関与

4-3.戦略的な大学経営を支える DX in Management の実現

①OUDX基本方針に基づく各種システムの導入

4-1.ブレンデッド教育を支える学修環境の高度化
（DX in Education）の実現

①入学前から在学中、卒業後まで「阪大生」を重要なス
テークホルダーとしてサポートする基盤の構築

②学修データを収集・利活用するための教育用情報基
盤の整備、制度設計、人材養成

③ブレンデッド教育、オンライン・エンロールメントを支
える安心・快適な情報インフラの整備

4-2.研究活動のフルオンライン化を可能とする
eResearch (DX in Research) 環境の整備

②オープンサイエンス（オープンデータ＆オープンアク
セス）研究環境の整備

① 教育及び教育支援

SLiCSと連携し高度な情報通信技術（ICT）を活用し

た教育環境の構築・整備を支援

④ ダイバーシティ＆インクルージョン

継続的な進化に対応でき、

大学DXを推進できる体制の確立と

そのための人材の確保

１．データ駆動型研究を支える

技術者育成・拡大事業

２．「Digital Twin Living Lab serviceの創出」

３．テニュアトラック制度の導入と重点経費に

よる若手支援1-1.学部から大学院までを見通した教育体制の構築

③Student Life-CycleSupport Systemとその活用によ
る教育・研究指導体制の強化ならびに運営体制の整備

⑤対面授業とメディア授業の併用による「ブレンデッ
ド」教育体制の確立

② 研究基盤整備

データ基盤の構築とデータ利活用による研究DXの推

進

１．大学債によるデータ基盤整備

２．JHPCNと連携して進める全国データ基盤整備

３．AI等の活用を推進する研究データエコシステム構

築事業

４．「ライフデザイン・イノベーション 実現拠点」事業

（データビリティフロンティ機構）

５．「DigitalTwinLivingLabserviceの創出」

③ 社会連携と国際展開

社会連携

１．先導的学際研究機構

（DX社会研究部門、『新たな防災』を

軸とした命を大切にする未来社会

研究部門）

２．うめきた２期、万博（Vislab Osaka）

３．データビリティフロンティア機構

（Society5.0実現化拠点事業

「ライフ・デザインイノベーション研究拠点」）

4. NICT B5Gテストベッド，SINET6

国際展開

１．カリフォルニア大学サンディエゴ校

（データサイエンス、サイバーインフラ）

２．上海交通大学（スマートシティ連携）

３．HeKKSaGOnData science WG

2-2.世界レベルで卓越した研究拠点形成と新たな研
究領域の開拓

③次世代AI技術によるデータ駆動型研究の加速

3-2.社会課題から画期的な教育・研究成果を生み出
す機能の強化

①社会のステークホルダーと協働したSDGs実現のた
めの基盤整備



OUDXイニシアティブ
サイバーメディアセンターの寄与・関与

その他のデータ管理基盤？

・JPCOARスキーマ対応
・制限公開機能の実装 など

連
携

連
携

2022年9月末システムリプレイス
登録依頼

連携方法は
現時点では未

定

データポリシーを策定し、
公開可能な研究データは

OUKAもしくは
その他のリポジトリで公開

非公開データもメタデータの
公開が可である場合は、メタ
データのみをOUKAに登録し
て検索できるようにする。

2021年2月正式公開

研究データ管理・共有のた
めのツール（研究データやそ
のメタデータを公開する機

能はない）

研究データ

メタデータの付与

2021年本公開

OUKAに登録した研究
データが検索できる

データ集約基盤
ONION

研究者

研究データの計算・解析
処理が可能

資金配分機関はDMP及びこ
れと連動したメタデータの付
与を行う仕組みを2023年度

までに導入



OUDXイニシアティブ
サイバーメディアセンターの寄与・関与

JLIS
(地方自治体DB)

OUIDスマホ用アプリ
・表示機能
・NFC（電子証明書）
・QRコード

初回登録

OUデジタル学生証・職員証

ODINS
MS365 Teams

OUID認証システム

マイナンバーカード連携

OUID情報登録

JLIS対応
マイナンバーカード認証
（固有ID）（署名シリアル）

OUID基盤

教育
ID

固有
ID

ID紐付
け

ID連携

OUID登録

失効確認

他システム

認証

顔認証
（マイナカード顔データ、

OUID顔データ）

将来的なOUID構想
・SLCM(Student Life Cycle Management)
入学前から卒業後、企業との密接な連携
・吹田市、豊中市、箕面市、大阪府等自治体連携

大学とマイナ連携のパイロット事例
・大阪大学初から全国展開



OUDX加速プラン
サイバーメディアセンターのさらなる寄与．3つのテーマ．

共通テーマ:
物理的制約からの解放
による発展へ



メタバースプラットフォームサービス
OUDX加速プランテーマ1



メタバースプラットフォームサービス
OUDX加速プランテーマ1



B5G(Beyond 5G)ネットワークサービス
OUDX加速プランテーマ2



近代的数値シミュレーションオンプレミス環境
(Jupyter, Python, Julia, Matlab, etc.)

ユーザ

個人や研究室単位で
準備する．労力，コスト高．

web インターフェイスをもつ
通常のデバイスのみ

ユーザ 近代的数値シミュレーション環境

JupyterHub

PythonR Julianetwork

学生，教員の労力はゼロへ

設置箇所は自由．
例: サイバーメディアセンター

システムの高度化:
MultiUser 対応(多人数で使える)，
計算カーネル自由選択

現状

Future plan
stage 1

JupyteHub 
サービス
構想

Analyticsサービスプラットフォーム
OUDX加速プランテーマ3



最後に

• ICT, DX いずれも大学の教育・研究・事務・マネージメントのすべ
ての局面で大きく必要とされる．

• 現在はこれらのリソースがバラバラに設置・管理されている状態で，
それらの設置・管理・電力等維持コストに無駄が大きい状態．

• こうした無駄を少なくし，かつ，こうしたリソースを共通プラット
フォームにすることで生まれるスケールメリットなどを目指して，
サイバーメディアセンターはこれから寄与していく心算であるので，
皆様にはご協力をお願いしたい．
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